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5
月
上
旬
の
大
館
市
中
山
地
区
。
市
内
中

心
部
か
ら
鹿
角
市
へ
と
続
く
国
道
１
０
３
号

沿
い
の
野
山
は
、
可
憐
で
清
楚
な
白
い
花
で
埋

め
尽
く
さ
れ
る
。
そ
の
花
の
正
体
は
梨
。
一
帯
は

１
０
０
年
の
歴
史
を
伝
え
る「
中
山
梨
」の
産
地
。

古
く
か
ら
長
十
郎
梨
の
栽
培
を
手
が
け
て
お
り
、

他
産
地
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め「
中
山
梨
」の

ブ
ラ
ン
ド
名
で
出
荷
。
業
者
の
間
で
は「
中
山
梨

＝
抜
群
に
美
味
い
長
十
郎
」と
い
う
認
識
が
浸

透
。一
世
を
風
靡
し
た
歴
史
が
あ
る
。
現
在
も
約

40
戸
の
農
家
が
梨
を
栽
培
し
て
お
り
、
国
道
北

側
の
丘
陵
地
を
中
心
に
梨
畑
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
長
十
郎
に
代
わ
り
幸
水
を
主
体
に
栽

培
。
数
年
前
か
ら
新
品
種
の「
あ
き
づ
き
」も
導

入
さ
れ
、
今
後
は「
あ
き
づ
き
」を
主
体
に
生
産

す
る
動
き
も
あ
る
と
か
。
恒
常
的
な
市
場
出
荷

が
可
能
な
梨
産
地
と
し
て
は
、
最
も
北
の
産
地

で
も
あ
り
、
収
穫
期
の
9
月
〜
10
月
に
は
、
地
元

秋
田
を
は
じ
め
、
札
幌
、
東
京
、
大
阪
の
市
場
に

も
出
荷
。国
道
沿
い
に
は
直
売
店
も
出
店
す
る
。

お問い合せ●中山梨の問い合わせは　JAあきた北施設園芸部TEL 0186-55-0212
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春
爛
漫
。陽
光
に
輝
く
可
憐
で
清
楚
な
白
い
花

1
0
0
年
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歴
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が
あ
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北
限
の
梨
の
産
地

中
山
梨（
大
館
市
）



挙
行
。
友
吉
長
年
の
夢
を
つ
い
に
実
現
し

ま
す
。
そ
の
伽
藍
は
友
吉
を
象
徴
す
る
か

の
よ
う
に
風
格
が
あ
り
、
本
堂
の
内
部
に

は
和
田
東
岳
画
伯
の
絵
画
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　
当
時
の
檀
家
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
小

玉
家
一
族
で
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

の
檀
家
は
地
元
・
飯
田
川
地
区
を
中
心
に

約
2
0
0
軒
ま
で
に
増
加
。
境
内
に
は
約

20
本
の
桜
の
老
木
が
茂
り
、
本
堂
か
ら
桜

越
し
の
八
郎
潟
、
そ
し
て
男
鹿
三
山
の
眺

め
が
美
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
22
年
6
月
に
は
、
秋
田
県
短
歌
大
会

の
講
師
と
し
て
来
秋
中
だ
っ
た
斎
藤
茂

吉
も
立
ち
寄
り
、
こ
の
地
で
詠
ん
だ
作
品

を
残
し
て
い
る
ほ
か
、
泉
川
白
水
・
山
本

野
石
ら
、
秋
田
県
内
の
俳
人
と
の
つ
な
が

り
も
深
く
、
現
在
も
こ
の
地
域
の
俳
句
会

の
中
心
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
玉
醸
造
物
語
⑯

男
鹿
産
石
材
な
ど
、
当
時
、
最
高
級
の
建

築
資
材
を
確
保
。
設
計
・
施
工
に
関
し
て

も
腕
利
き
の
職
人
を
確
保
し
、
昭
和
12
年

9
月
17
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
立
柱
式
を
10
月
2
日
、
本
堂
庫
裏

上
棟
を
昭
和
13
年
1
月
19
日
に
行
う
な

ど
、
工
事
は
順
調
に
進
み
ま
す
。

　
寺
号
に
関
し
て
は
、
友
吉
の
父
で
あ
り
、

小
玉
醸
造
2
代
目
と
な
る
久
米
之
助
の

戒
名「
開
得
院
実
道
良
営
居
士
」の
院
号

　
両
親
の
菩
提
を
弔
い
、
地
域
の
人
々
の

信
心
の
た
め
寺
院
建
立
を
決
意
し
た
友

吉
で
し
た
が
、
時
節
柄
、
建
築
資
材
の
手

配
は
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

主
要
資
材
の
購
入
に
際
し
て
は
、
友
吉
自

ら
が
現
地
に
出
向
き
交
渉
を
重
ね
ま
す
。

そ
の
結
果
、
山
形
産
の
欅
丸
柱
12
本
、
角

柱
2
本
、
虹
梁（
こ
う
り
ょ
う
）用
欅
19
本
、

長
さ
18
尺
、
直
径
3
尺
以
上
の
秋
田
県
産

杉（
格
天
井
・
長
押
用
）、
青
森
県
産
ヒ
バ
、

だ 

よ 

り

小
玉
醸
造
129
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
【
昭
和
編 

そ
の
10
】

最
高
級
の
建
築
資
材
、人
材
を
手
配
。
普
請
に
取
り
か
か
る

（
現
在
は
開
得
院
殿
と
殿
号
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
25
年
に
友
吉

が
亡
く
な
っ
た
時
、
本
山
か
ら
開
得
院
以

後
の
小
玉
家
直
系
に
対
し
、
永
世
に
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
）に
由
来
。
本
山
の
許
可

を
得
て
寺
号
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
山
号

は
、
自
社
製
品
ブ
ラ
ン
ド
の
「
太
平
山
」の

名
を
取
る
こ
と
と
し
、
太
平
山
三
吉
神
社

の
紋
章
に
、
輪
郭
を
付
け
て
寺
紋
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
発
願
か
ら
約
10
年
。
昭
和
13
年
9
月

に
伽
藍
が
完
成
し
ま
す
。
建
立
に
あ
た
り
、

多
大
な
指
導
、
助
言
を
得
た
名
古
屋
の
徳

源
寺
専
門
場
の
師
家
で
あ
っ
た
古
仲
鳳

洲（
こ
な
か
ほ
う
し
ゅ
う
／
男
鹿
市
北
浦

出
身
）師
を
開
山
に
迎
え
、
落
慶
法
要
を

風
光
明
媚
な
景
色
と
桜
の
名
所

と
し
て
も
親
し
ま
れ
る

発
願
以
来
、10
年
の
歳
月
を
か
け
建
立
。

そ
の
名
を「
太
平
山 

開
得
寺
」
と
定
め

昭
和
13
年
9
月
10
日
、

落
慶
法
要
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開得寺落慶法要当時の写真。中央に、開山・古仲鳳洲師、向かって左に小玉友吉の姿がある。

①本堂正面からのたたずまい
②開得寺落慶法要に際し
　謝辞を述べる小玉友吉
③山号は小玉家とゆかり深い
　「太平山」とする
④荘厳な雰囲気に包まれる本堂内部

① ②

④③

01
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周
り
の
熱
意
に
押
さ
れ

ス
タ
ー
ト
し
た
復
活
劇

　
秋
田
八
丈
は
、
約
2
0
0
年
の
歴
史
を

持
つ
草
木
染
め
の
絹
織
物
。最
盛
期
の
明

治
27
年
頃
に
は
、秋
田
市
内
に
27
〜
28
軒

も
の
機
業
場
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

時
代
と
と
も
に
減
少
。
近
年
ま
で
秋
田

市
内
の
滑
川
機
業
場
が
そ
の
技
を
伝
承

し
て
き
た
。
し
か
し
、
二
代
目
の
滑
川
晨

吉
さ
ん
が
高
齢
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

平
成
15
年
に
操
業
を
停
止
。
秋
田
八
丈

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
さ
に
幻
の
染
織
物
と
な
っ
た
秋
田

八
丈
だ
っ
た
が
、「
滑
川
機
業
場
」の
技
術

者
で
あ
っ
た
奈
良
田
登
志
子
さ
ん
を
工

場
長
に
、そ
の
姉
の
畠
山
好
子
さ
ん
を
代

表
と
す
る「
こ
と
む
工
房
」を
平
成
17
年

11
月
に
設
立
す
る
。
秋
田
で
最
も
知
ら

れ
た
織
物
の
復
活
劇
な
だ
け
に
、
地
元

で
も
大
き
な
注
目
を
集
め
た
が
、渦
中
の

人
と
な
っ
た
奈
良
田
さ
ん
の
思
い
は
複

雑
だ
っ
た
と
い
う
。

　「
秋
田
八
丈
＝
滑
川
機
業
場
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
操
業
停
止

＝
秋
田
八
丈
の
歴
史
の
終
焉
。
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
伝
統
の
復
活
と

か
、
技
の
伝
承
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
長（
滑
川
氏
）か

ら
、
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
織
機（
し
ょ
っ

き
）を
利
用
し
て
、
姉
の
趣
味
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
機
織
り
を
教
え
る
程
度
の
気

よ
も
や
ま
見
聞
録

焦
ら
ず
、奢
ら
ず
、

一
歩
づ
つ
進
ん
で
ゆ
き
た
い

　
鳶（
と
び
）色
と
黄
色
を
基
調
色
と
す

る
秋
田
八
丈
の
染
料
は
す
べ
て
天
然
植

物
。
絹
糸
を
ハ
マ
ナ
ス
の
根
で
鳶
色（
茶

褐
色
）、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
カ
リ
ヤ
ス
の
葉

で
黄
色
を
染
め
た
後
、
機
を
織
る
の
だ

が
、
染
色
も
機
織
も
す
べ
て
昔
な
が
ら

の
手
作
業
。
染
め
の
作
業
で
一
〜
二
ヶ
月
、

製
織
・
仕
上
げ
に
一
ヶ
月
以
上
を
要
す
る
。

ち
な
み
に
取
材
時
に
貴
之
さ
ん
が
手
が

け
て
い
た「
糸
通
し
」と
い
う
工
程
は
、直

径
2
〜
3
㎜
ほ
ど
の
輪
に
髪
の
毛
ほ
ど

の
細
さ
の
糸
を
通
す
作
業
。
糸
の
数
は

１
８
５
０
本
。
一
日
中
作
業
に
徹
し
て
も

5
日
は
か
か
る
と
い
う
。

　
技
術
者
と
し
て
24
年
間
の
キ
ャ
リ
ア

の
あ
る
奈
良
田
さ
ん
だ
が
、
そ
の
奈
良

田
さ
ん
を
し
て
も
難
し
い
と
い
う
の
が

織
機
の
調
整
。
滑
川
機
業
場
で
織
機
を

解
体
、
工
房
で
組
み
立
て
直
し
た
の
だ

持
ち
で
い
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
工
房

設
立
の
準
備
を
進
め
る
う
ち
に『
秋
田

八
丈
復
活
か
？
』と
い
う
機
運
が
高
ま
っ

て
・
・
・
。
気
が
つ
い
た
ら
立
派
な
工
房

が
で
き
て
い
ま
し
た（
笑
）」。

　
本
人
の
予
想
も
し
な
い
展
開
に
、
当

初
は
と
ま
ど
い
の
毎
日
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

か
ら
逃
げ
出
し
た
く
な
っ
た
こ
と
も
幾

度
と
な
く
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
し
か
し
、

工
房
開
設
一
周
年
を
迎
え
た
の
を
機
に

「
手
が
け
る
か
ら
に
は
プ
ロ
と
し
て
恥

ず
か
し
く
な
い
も
の
を
」と
、
気
持
ち
を

一
新
。
昨
年
4
月
か
ら
制
作
活
動
に
参

加
し
た
甥
の
畠
山
貴
之
さ
ん
と
二
人
で
、

秋
田
八
丈
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

が
、
部
品
や
歯
車
の
調
整
に
予
想
以
上
の

苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
貴

之
さ
ん
と
二
人
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、よ
う
や
く
安
定
し
た
動
き
を
得
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ス
ピ
ー
ド
は

以
前
の
数
分
の
一
。さ
ら
に
は
、ハ
マ
ナ
ス
、

カ
リ
ヤ
ス
な
ど
染
色
原
料
の
確
保
、
現
在

休
止
中
の
畝
織
機
の
調
整
、
再
稼
動
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
み
。
そ
れ
で

も
、「
こ
と
む
工
房
」の
活
動
を
知
っ
た
全

国
の
フ
ァ
ン
の
応
援
を
受
け
、「
ゆ
っ
く

り
で
い
い
か
ら
自
分
で
納
得
の
い
く
も

の
を
作
り
上
げ
て
ゆ
こ
う
」と
奈
良
田
さ

ん
も
貴
之
さ
ん
も
意
欲
満
々
。
秋
田
八
丈

の
新
し
い
歴
史
を
歩
み
始
め
て
い
る
。

●ことむ工房／秋田県北秋田市綴子字田子ヶ沢
TEL&FAX 0186-62-0118
営業時間／10:00〜17:00（月曜・第3月曜日休業）

奈
良
田 

登
志
子
さ
ん

・
畠
山 

貴
之
さ
ん

鮮
や
か
な
色
調
と
渋
さ
、気
品
あ
る
風
合
い
が
特
徴
。

2
0
0
年
前
か
ら
秋
田
に
伝
承
さ
れ
る
染
織
物

●ことむ工房
名称は、代表の畠山好子さん、
工場長の奈良田登志子さん姉
妹の夢を意味する「好登夢」に
由来。工房では奈良田さんと、
畠山さんの子息で元美容師の
貴之さんが制作を行っている。

畠山貴之さん（左）と
奈良田登志子さん

（右）横糸が巻かれた「管（くだ）」
（左）ハマナスで染めた縦糸に、ヤマツツジ、
カリヤスなどで染めた横糸を織り込んでゆく

糸通し作業中の貴之さん。この
作業がないと製織は始まらない

「ことむ工房」で織った秋田八丈。
反物のほか、財布、ペンケース、
バッグなどの小物製品もある

「
秋
田
八
丈
」の
新
し
い
歴
史
を
創
る

「
こ
と
む
工
房
」の
お
話集落から少しはなれた山

里にある工房。見学も可
能だ

製織（せいしょく）中の奈良田
さん。現在は平織りだけを製
作している

染め上げた糸を巻き取る機械
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秋
田
駅
東
口
か
ら
徒
歩
2
分
。
秋
田
を
代
表
す
る
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル「
秋
田

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」12
階
に
あ
る
寿
司
処
。
厳
選
し
た
ネ
タ
と
丁
寧
な
仕
事
ぶ

り
は
、地
元
秋
田
の
食
通
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
。ホ
テ
ル
直
営
の
寿
司
処

と
い
う
安
心
感
も
あ
っ
て
、幅
広
い
層
の
お
客
様
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
寿
司
ネ
タ
は
鮮
度
と
質
を
最
優
先
。
宮
城
県
産
ア
ナ
ゴ
、
愛
知
県
産
本

ミ
ル
ガ
イ
な
ど
、
こ
だ
わ
り
ぬ
い
た
極
上
素
材
を
全
国
か
ら
取
り
寄
せ
て

い
る
。
原
則
と
し
て
活
魚
・
活
貝
の
状
態
で
仕
入
れ
る
が
、
白
身
魚
は
美
味

さ
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
、し
め
て
一
晩
ほ
ど
置
い
て
か
ら
使
う
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
光
モ
ノ
、
煮
ア
ナ
ゴ
、
玉
子
焼
き
等
な
ど
も
自
家
製
。
ヒ
ラ
メ

や
白
ギ
ス
の
昆
布
〆
な
ど
、一
手
間
加
え
た
粋
な
握
り
を
楽
し
め
る
の
も

　
場
所
柄
、
電
車
通
勤
の
お
父
さ
ん
た
ち
に
混
じ

り
、
周
辺
ホ
テ
ル
利
用
の
県
外
客
の
姿
も
多
い
味

処
。「
料
理
で
秋
田
の
四
季
を
堪
能
し
て
も
ら
い

た
い
」と
の
こ
と
で
、
定
番
の
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
の

ほ
か
、
旬
の
秋
田
の
味
を
手
軽
な
予
算
で
提
供
し

て
い
る
。
手
作
り
の
き
り
た
ん
ぽ
鍋
も
好
評
だ
が
、

残
念
な
が
ら
こ
ち
ら
は
冬
季
限
定
メ
ニ
ュ
ー
。
こ

れ
か
ら
春
に
か
け
て
は
秋
田
な
ら
で
は
の
豊
富

な
山
菜
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
秋
田
市

民
の
台
所「
秋
田
市
民
市
場
」に
も
近
く
、
ご
主
人
曰
く「
市
場
が
冷
蔵
庫

代
わ
り
」と
の
こ
と
で
、
食
材
を
求
め
て
一
日
に
2
度
、
3
度
と
市
場
に
足

を
運
ぶ
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と
い
う
。

　
手
軽
に
楽
し
む
な
ら
料
理
5
品
と
、
ド
リ
ン
ク
2
杯
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た「
晩
酌
セ
ッ
ト
／
2
0
0
0
円
」が
オ
ス
ス
メ
。
料
理
は
週
替
わ
り
。ド
リ

ン
ク
は
日
本
酒
、生
ビ
ー
ル
、瓶
ビ
ー
ル
、焼
酎
の
3
種
類
か
ら
、お
好
み
を

2
杯（
本
）ま
で
お
か
わ
り
Ｏ
Ｋ
。
生
ビ
ー
ル
＆
日
本
酒
と
い
っ
た
異
な
る

邑寿司

ホテルアルファーワン
　　  ●秋田イトー

ヨーカドー

秋田
市民市場

西武

アトリオンお堀

フォーラス●
アルス●

ホテルメトロポリタン
秋田●　　

広
小
路

中
央
通
り

ぽ
ぽ
ろ
ー
ど

JR秋田駅
東京

▲

▲青森

ビューホテル12F
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●お　酒
太平山　純米吟醸 津月
  一合 1365円
太平山　純米大吟醸 天巧
  一合 2100円
●おすすめ料理

〈ランチメニュー〉
月替わり寿司弁当 2415円
上寿司  1995円

〈ディナーメニュー〉
海鮮ちらし寿司（小鉢、味噌汁付）
  3150円
特上寿司  2730円〜

秋田県秋田市中通2-6-1
秋田ビューホテル12階
TEL018-832-1111（代）
営業時間／ 11：30〜 14：00
 17：30〜 23：00　
定休日／無　休

邑
寿
司
な
ら
で
は
の
楽
し
み
だ
。
マ
グ
ロ
は
安
定

し
た
品
質
で
評
判
の
ボ
ス
ト
ン
沖
産
。
シ
ャ
リ
は

秋
田
県
産
サ
サ
ニ
シ
キ
と
め
ん
こ
い
な
の
ブ
レ
ン

ド
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
秋
田
の
海
の
幸
を
紹

介
す
る
た
め
に
、
ボ
タ
ン
エ
ビ
、
毛
ガ
ニ
、
ヤ
リ
イ

カ
な
ど
旬
の
県
産
素
材
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー
席
の
み
だ
が
、
隣
接
す
る

日
本
料
理『
郷
』の
フ
ロ
ア
、
個
室
を
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
。
さ
ら
に
、
邑
寿
司
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で

『
郷
』の
料
理
を
オ
ー
ダ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
、
状
況
に
応
じ
た
使
い
分
け
が
で
き
る
の
も
魅

力
。
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、

昼
は
地
元
の
奥
様
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
姿
も
多
い
。

種
類
の
お
酒
と
の
組
み
合
わ
せ
も
可

能
だ
。
ほ
か
に
、
日
替
わ
り
料
理
5
〜

6
品
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た「
お
ま
か
せ

コ
ー
ス
／
2
0
0
0
円
」も
人
気
。
こ

ち
ら
を
利
用
し
て
も
、一
人
3
0
0
0

円
〜
3
5
0
0
円
の
予
算
で
十
分
そ

の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
は
ず
だ
。

　
店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
最
大

で
30
人
ほ
ど
入
れ
る
座
敷
席
も
あ
り
、

飲
み
放
題
プ
ラ
ン（
2
時
間
ま
で
＋

2
0
0
0
円
）も
設
定
。
昼
の
11
時
30

分
〜
13
時
30
分
ま
で
は
、日
替
わ
り
ラ

ン
チ（
6
5
0
円
）も
行
っ
て
い
る
。

太
平
山
が
飲
め
る

お
店

お
す
す
め

秋
田
で
太
平
山
を
飲
め
る
お
店
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

秋
田
市
中
通

邑
寿
司（
ゆ
う
ず
し
）

—

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
12
階—

新
鮮
な
ネ
タ
の
美
味
し
い
瞬
間
を
逃
が
さ
ず
に
握
る

熟
練
の
技
、鮮
度
と
質
の
こ
だ
わ
っ
た
旬
の
味
を
楽
し
め
る

さかえ

ホテルアルファーワン
　  秋田
　  ●イトー

ヨーカドー

秋田
市民市場

西武
●秋田
ビューホテル

アトリオンお堀

フォーラス●
アルス●

ホテルメトロポリタン
秋田●　　

広
小
路

中
央
通
り

ぽ
ぽ
ろ
ー
ど

JR秋田駅
東京

▲

▲青森

●お　酒
太平山　辛口 銚子一本500円
太平山　純米大吟醸 天巧
  一合1000円
●おすすめ料理
晩酌セット  2000円
おまかせコース（料理5〜 6品）
  2000円
＊一人の予算目安3000円前後

秋田県秋田市中通4-16-11
TEL018-835-0218 
営業時間／ 11：30〜13：30
　　　　　 17：00〜23：00
定休日／日　曜

秋
田
市
中
通

食
事
処
　
さ
か
え

お
酒
と
料
理
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
晩
酌
コ
ー
ス
が
オ
ス
ス
メ

秋
田
の
旬
の
味
を
気
取
ら
ず
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る



　
秋
田
を
代
表
す
る
春
の
魚
の
ひ

と
つ
が「
本
鱒
」。「
サ
ク
ラ
マ
ス
」「
春

鱒
」の
名
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
魚

で
、
3
月
〜
5
月
頃
ま
で
が
最
盛
期

と
な
り
ま
す
。
銀
色
の
肌
に
ピ
ン
ク

色
の
肉
質
。
秋
に
獲
れ
る
鮭
と
よ
く

似
て
い
ま
す
が
、
種
類
が
ち
ょ
っ
と

違
い
ま
す
。
本
鱒
は
、
清
流
の
中
上

流
域
に
住
む
山
女
魚（
ヤ
マ
メ
）の
降

海
型
。
秋
に
孵
化
し
た
山
女
魚
の
稚

魚
の
一
部（
主
に
雌
）が
、
雪
解
け
の

増
水
と
と
も
に
海
へ
下
り
、
海
で
暮

ら
す
こ
と
約
1
年
。
陽
光
ま
ぶ
し
い

故
郷
の
川
へ
と
戻
っ
て
く
る
の
で
す
。

そ
の
名
の
通
り
、
桜
が
咲
く
頃
に
故

郷
の
川
に
遡
る
こ
と
か
ら
、
サ
ク
ラ
マ

ス
の
名
が
付
い
た
と
さ
れ
、大
き
い
も
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ど
こ
へ
行
っ
て
も
外
国
の
食
品
が

い
っ
ぱ
い
で
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
。そ
ん
な
中
、国
産
大
豆
を
使
っ
た

天
然
醸
造
の
味
噌
は
本
当
に
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
ま
す
。東
京
都
／
島
田
様

年
明
け
早
々
、
日
本
の
食
料
事
情

の
根
幹
を
揺
る
が
す
よ
う
な
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の
食
卓
と
直
結

す
る
企
業
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
安
心
と

美
味
し
さ
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
励
み

ま
す
。

社
の
お
味
噌
を
長
年
愛
用

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、近
く
で
販

売
し
て
い
る
店
が
な
く
、
50
㎞
位
離
れ
た

ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
そ

こ
ま
で
買
い
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
近
々
、

近
く
の
デ
パ
ー
ト
で
秋
田
の
物
産
展
が
開

催
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
貴
社
も
出
店
の
よ

う
な
の
で
早
々
に
行
っ
て
み
る
つ
も
り
で

す
。埼
玉
県
／
藤
井
様

故
郷
・
秋
田
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

遠
方
ま
で
お
出
か
け
い
た
だ
い
て

い
る
と
の
こ
と
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
弊
社
製
品
と
も
ど
も
小
誌

「
蔵
」も
ご
愛
読
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

に
楽
し
み
な
の
が
、貴
社
の

お
味
噌
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
。
自
分

で
考
え
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

岐
阜
県
／
瀧
上
様

毎
回
、
多
く
の
レ
シ
ピ
を
お
送
り

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
す
べ
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ご

紹
介
し
た
い
の
で
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、

数
点
し
か
ご
紹
介
で
き
な
い
こ
と
心
苦

し
く
思
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
レ
シ
ピ
は

大
切
に
保
存
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
レ
シ

ピ
本
な
ど
の
製
作
等
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
の
歴
史
。興
味
を
持
っ
て

読
ん
で
お
り
ま
す
。
先
祖
を
大
切

に
す
る
心
を
今
の
人
た
ち
に
も
伝
え
て

ゆ
き
た
い
で
す
ね
。
東
京
都
／
風
戸
様
、

茨
城
県
／
小
林
様
ほ
か

ご
紹
介
し
た
お
二
人
の
ほ
か
、
多

く
の
方
か
ら
同
様
の
ご
意
見
、
ご

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
得
寺
は
弊

社
か
ら
車
で
3
分
ほ
ど
。
八
郎
潟
、
男
鹿

半
島
を
一
望
す
る
高
台
に
あ
り
ま
す
。

本
当
に
小
さ
な
冊
子
な
の
に
、

中
味
の
豊
富
さ
、奥
深
さ
に
は
驚
き

で
す
。
表
紙
を
は
じ
め
、
ど
の
ペ
ー
ジ
も
読

み
応
え
が
あ
り
ま
す
。新
潟
県
／
上
原
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
弊

社
を
育
て
た
秋
田
の
素
晴
ら
し
さ
、

魅
力
を
語
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
秋
田
の
、
そ
し
て
弊
社
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」と
の
思
い
で
ス

タ
ー
ト
し
て
早
や
9
年
。「
話
の
ネ
タ
は

ど
こ
か
ら
？
」と
の
ご
質
問
も
頂
戴
し
ま

す
が
、
情
報
は
ま
だ
山
の
よ
う
に
ス
ト
ッ

ク
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｖ
や
雑
誌
で
は
紹
介

し
な
い
濃
厚
な
秋
田
を
こ
れ
か
ら
も
お

伝
え
し
ま
す
。

社
よ
り
取
り
寄
せ
た
生
元酉
純
米

の
3
点
セ
ッ
ト
。
息
子
と
二
人
で

飲
み
ま
し
た
が「
こ
れ
は
美
味
い
酒
」と
大

喜
び
し
ま
し
た
。
ま
た
飲
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。千
葉
県
／
田
中
様

ご
購
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
号
に
同
封
の「
蔵
倶
楽
部
」

で
は
、
搾
り
た
て
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
堪

能
い
た
だ
け
る
新
酒
の
ご
案
内
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
草
木
の
芽
吹
き
の
よ
う
な
、

鮮
度
が
ほ
と
ば
し
る
早
春
の
味
。
ま
さ
に
、

今
だ
け
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
季
節
・
数

量
限
定
酒
で
す
。

読者のページinfo@kodamajozo.co.jp
●ご意見・ご感想をE-mailでも受け付けております。 酒菜

探訪
あきたの味

季
刊【
藏
】参
拾
七
の
巻

の
だ
と
70
セ
ン
チ
前
後
に
ま
で
成
長
。

豪
快
な
引
き
が
楽
し
め
、し
か
も
、食

べ
て
も
美
味
い
こ
と
か
ら
釣
り
師
に

人
気
が
あ
る
魚
で
も
あ
り
ま
す
。

　
代
表
的
な
料
理
は
、
白
焼
き（
3

枚
に
お
ろ
し
た
焼
き
魚
）、煮
付
け
な

ど
。
富
山
の
名
物
弁
当
と
し
て
も
知

ら
れ
る「
鱒
弁
当
」に
使
わ
れ
る
鱒
も

こ
の
本
鱒
。
刺
身
で
も
美
味
い
と
の

こ
と
で
、
地
元
の
猟
師
さ
ん
た
ち
は

獲
れ
た
て
の
新
鮮
な
本
鱒
を
冷
凍
。

ル
イ
ベ
に
し
て
い
た
だ
く
の
だ
と
か
。

鮭
よ
り
も
上
品
で
、
身
も
ふ
ん
わ
り

と
柔
ら
か
。
ま
さ
に
春
の
日
差
し
の

よ
う
な
優
し
い
味
わ
い
。
こ
の
季
節

出
回
る
新
酒
と
の
相
性
も
ピ
ッ
タ
リ

な
の
で
す
。

ま
さ
に
春
の
ご
と
く
、華
や
か
で
ふ
ん
わ
り
と
し
た
味
わ
い

桜
の
咲
く
季
節
、故
郷
に
遡
る
北
国
な
ら
で
は
の
魚
で
す

広場

今貴

特
［本 鱒］［本 鱒］

■
表
紙
の
人

今
月
の
表
紙
を
飾
る
の
は
、
畠
山

央（
は
た
け
や
ま
あ
き
ら
）さ
ん
。

昭
和
52
年
10
月
8
日
、
八
郎
潟
町

生
ま
れ
の
30
歳
で
す
。
地
元
・
大
学

卒
業
後
、
秋
田
県
内
の
学
校
、
自

治
体
で
行
わ
れ
る
映
画
上
映
会
、

映
画
祭
な
ど
を
企
画
・
提
案
す
る

会
社
に
就
職
し
ま
す
が
、
よ
り
見

識
を
広
め
た
い
と
平
成
19
年
8
月

弊
社
に
転
職
。
こ
の
春
か
ら
酒
類

部
に
配
属
と
な
り
、
現
在
酒
造
り

の
イ
ロ
ハ
を
猛
勉
強
中
！
蔵
人
の

中
で
は
最
も
若
く
、
弊
社
の
酒
造

り
を
担
う
期
待
の
新
人
と
し
て
そ

の
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

御

貴

本


